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私私たたちちのの暮暮ららししはは生生ききもものの多多様様性性ににささささええらられれてていいまますす。。  

 
私たちの暮らしを支える食料をはじめ，衣服，化粧品，薬，家具や道具など

身の回りで使われるものの多くに，生きものが原料として使われています。 
 
空気や水をきれいにして快適な環境を整えたり，風景や景色を生み出すのも

生きものの働きによります。わたしたちは生きものを守り，育み，工夫して地

域独自の文化を生み出してきました。 
 
生きもの多様性，それは多くの生きものが様々なつながりを持ってバランス

を保って生きていること，そしてわたしたちの暮らしを支えている大切な基盤

となっています。 
 
 近年，人間による開発，土地の放置，外来 
生物の移入によって，世界的にも身近な地域 
でも多くの生物が絶滅し，生きもの多様性が 
失われつつあります。 

そこで，柏市では「生きもの多様性プラン」 
を策定し，生きもの多様性を守るために地域 
からさまざまな取組みを行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柏から地球につながる生きもの多様性の

保全をしましょう。 

私たちも，地球の生きもの多様性を構成する一員

です。柏の生きもの多様性の保全は地球の生き物

多様性の保全につながっています。 



 

市市のの生生ききもものの多多様様性性のの目目標標  

柏市では自然環境調査の結果，２０１０年現在「人里のいきもの」として

保全すべき動物１５３種，植物１９６種を確認しています。 
これらを生きもの多様性の指標の一つとして２０５０年には２０１０年よ

り豊かにすることを目標としています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■図―柏市における生きもの多様性の状態変化イメージ 

 

ホホッットトポポイインントト  

 平成１８年から３年間かけて調査され 

た柏市自然環境調査の結果から浮かび上 

がった生きもの多様性の保全・再生に重 

要な地区を重要地区と指定し，必要な施 

策を重点的に行います。重要地区の管理 

体制及び施策の実施については，市民， 

市民団体等と市の協働により行います。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

柏市で確認されている「人里の生きもの」

は，要保全の動物 153 種、植物 196 種 

生
き
も
の
多
様
性
の
状
態 

現状（2010 年） 

当面の期間(2015 年) 基本目標(2050 年) 

2010           2020           2040       2050

生きもの多様性

の損失を 2010 年

から大きくしな

い。 

生きもの多様性

の損失を 2010 年

から少しでも改

善する。 

中期的期間(2020 年） 
生きもの多様性

を現状より豊か

にする。 



柏柏市市生生ききもものの多多様様性性ププラランン  

柏市内には，多様な生きものが生息する豊かな自然環境が多く残されていま

す。 
利根川や利根運河，手賀沼や手賀川，そして大津川や大堀川の水辺と周辺に

広がる農地とそれらを取り囲む斜面林が一体となって生きもの多様性の空間を

形成しています。 
また，大青田湿地をはじめ谷津，湧水地， 

社寺林，屋敷林，城跡など多様な自然環境 

の中で，人と生きものが上手にかかわって 

きました。 

これらを守り，将来に引き継ぐために， 

以下のことに取り組みます。   

    

①水辺環境の保全と再生 

市民の皆さんと協働して生きもの多様性保全を進めます。 

ａ広く市民や市民団体などと連携，協働して生きもの多様性の保全を進めるネットワークを 

作ります。 

ｂ河川，手賀沼とその周辺において多様な生態系の保全と回復を図ります。 

ｃ湧水を活かした生きもの多様性エリアの整備と活用します。 

 

 

 

 

 

 

 

②谷津や台地等の多様な生態系の保全と再生 

生きもの多様性空間の整備と再生を目指します。 

ａ環境保全型農業への転換を進めます。 

ｂ里山林や湧水地の整備・保全・活用への支援をします。 

 ｃ皆が身近に感じられる「生きもの多様性の庭」づくりを広めます。 

 

 

    

 

 



③柏の希少種の保全 

生きもの多様性重要地区を定めます。 

ａ絶滅のおそれのある種をはじめ柏の「人里のい 

きもの」のリストを整え,生息地のデータベース 

を作ります。 

ｂ「人里の生きもの」の保存と生育環境の保全を 

します。 

ｃ柏の「人里のいきもの」とふれあえるフットパ 

スなどの空間づくりをします。 
 ｄ地域の種をおびやかす外来生物の防除をします。 

 

④多様性を育む情報の蓄積と知識の普及啓発 

生きもの多様性に関するいろいろの情報を提供します。 

ａ自然環境調査の継続と情報の蓄積をします。 

ｂ「人里のいきもの」が保全される土地の管理を普及 

 します。 

ｃ普及啓発を行う環境学習施設の拡充をします 

ｄ生きもの多様性と循環型社会・低炭素社会との関係 

についての普及啓発をします。 

ｅ外来種などとの交雑防止策の普及啓発をします。 

ｆ開発行為における生きもの多様性の重要性に関する 

普及啓発をします。 

                     

 

⑤柏の生態系の多様性を保全する仕組みづくり 

開発などから生きものの生育環境への影響を軽減します。 

ａ生きもの多様性の保全の仕組として，柏市独自の環境影響評価制度を新たにつくります。 

                           

 



生生ききもものの多多様様性性をを守守るるたためめにに私私たたちちががででききるるこことと  

               (環境省の提唱する「国民の行動リスト」をもとに作成) 

１ 生きもの多様性に「気付こう」 

 ・ピクニックやハイキング，キャンプに出かけよう。 

・野菜や花を育ててみよう。 

・庭やベランダで生きものを探してみよう。 

・お花見，お月見，紅葉狩りなどで季節を楽しもう。 

 

 
２ 生きもの多様性を「学ぼう」 

・身近な生きものを観察し，図鑑等で調べ，記録してみよう。 

・おじいちゃんやおばあちゃんたちから,自然の知恵を学ぼう。 

・生きもの多様性とは何かを学ぼう。 

 
 
３ 生きもの多様性を「守ろう」 
 ・自然保護活動に参加しよう。          

 ・ペットは責任を持って最後まで飼おう。 

 ・水を汚さず，大切に使おう。 

 ・地球温暖化を防止して， 

生きものがすめる環境を保とう。 

 

 
                    ４ 生きもの多様性を活かそう 

   ・旬のもの・地のものを選んで食べよう。 

・無駄なものは買わないようにしよう。 

・環境に配慮した商品を選ぼう。 

・「生きもの多様性」に取り組む企業や 

ＮＰＯ，ＮＧＯを応援しよう。 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

柏市生きもの多様性プランに関する問い合わせ 
柏市役所 環境保全課 

ＴＥＬ：０４－７１６７－１６９５ 
ＦＡＸ：０４－７１６３－３７２８ 


